
米

澤

修

司

議
員
（
民
主
党
）

喜

多

英

男

議
員
（
新
栄
会
）

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

井

上

薫

議
員
（
共
産
党
）

甘
南
備
園
の
更
新
計
画

に
つ
い
て
、
市
単
独
の
ご
み

焼
却
場
は
も
っ
た
い
な
い
。

今
後
は
必
要
最
小
限
の
焼
却

と
効
果
的
な
熱
回
収
が
必
要

だ
。
広
域
化
、
共
同
化
の
検

討
状
況
は
。

経
済
環
境
部
長

単
独
処

理
方
式
を
基
本
に
課
題
整
理

を
進
め
て
い
る
。

単
独
で
建
設
す
る
場
合

に
必
要
な
施
設
は
。
ま
た
、

運
転
経
費
の
見
込
み
は
。

経
済
環
境
部
長

時
間

運
転
、
熱
利
用
、
焼
却
灰
の

溶
融
・
ス
ラ
グ
化
が
考
え
ら

れ
る
。
運
転
経
費
は
施
設
規

模
な
ど
未
決
定
で
あ
り
算
出

し
て
い
な
い
。

保
育
所
の
現
在
の
待
機

児
童
は
。
北
部
地
域
で
検
討

中
の
保
育
所
の
整
備
計
画
は
。

保
健
福
祉
部
長

待
機
児

童
は
７
名
。
北
部
地
域
で
の

保
育
所
整
備
は
早
い
時
期
に

一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

保
育
所
は
定
員
を
超
え

児
童
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、

公
立
幼
稚
園
に
は
定
員
が
約

１
３
０
０
人
の
と
こ
ろ
７
９

９
人
し
か
入
園
し
て
い
な
い
。

有
効
に
活
用
で
き
る
の
で
は
。

副
市
長

幼
保
一
元
化
は

現
実
に
は
難
し
い
。
幼
稚
園

教
育
の
充
実
、
定
員
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
教
育
委
員
会
に
期
待
し
て

い
る
。小

学
校
給
食
の
民
間
委

託
に
よ
り
何
が
具
体
的
に
良

く
な
る
の
か
。

教
育
部
長

民
間
活
力
の

活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

財
政
効
果
、
職
員
定
数
管
理

に
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
臨

時
職
員
の
応
募
が
少
な
く
、

民
間
委
託
で
職
員
確
保
が
で

き
、
安
定
的
な
給
食
業
務
運

営
を
期
待
す
る
。

正
規
職
員
を
各
校
複
数

配
置
（

名
）
し
、
臨
時
職

員
を
嘱
託
職
員
と
し
て
試
算

を
し
て
も
民
間
委
託
よ
り
安

く
な
る
が
財
政
効
果
と
は
何

か
。
ま
た
災
害
時
の
対
応
は
。

教
育
部
長

現
在
正
規
職

員
は
８
名
で
あ
る
が
安
定
的

な
体
制
と
考
え
る
正
規
職
員

３
分
の
２
（

名
）
配
置
の

場
合
と
比
較
す
れ
ば
財
政
効

果
は
大
き
い
。
災
害
時
の
対

応
は
当
初
契
約
の
中
に
は
予

測
し
て
い
な
い
。
災
害
時
に

は
契
約
の
変
更
が
必
要
と
な

る
。

学校給食の調理準備風景（大住小学校）

介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
の
た
び
に
強
化
さ
れ
る
通

院
介
助
や
家
事
援
助
な
ど
の

制
限
で
、
介
護
保
険
内
で
の

援
助
が
十
分
で
な
い
状
況
が

生
ま
れ
て
い
る
。
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
高
齢
者
生
活
支
援
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
業
の
介
護
保
険

制
度
と
の
併
用
が
で
き
る
よ

う
に
改
善
を
。

保
健
福
祉
部
長

そ
れ
ぞ

れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
対
応

し
て
い
く
。

安
否
確
認
・
友
愛
活
動

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
給

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
、
見
守

り
が
必
要
な
人
が
す
べ
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
配
食
数
の

拡
充
を
。

保
健
福
祉
部
長

ふ
れ
あ

い
見
守
り
型
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
が
調
理
し
て
い
る

の
で
、
配
食
数
を
増
や
す
こ

と
は
困
難
。
有
料
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
は
可
能
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
拡
充
は
、
い
つ
を
メ
ド
に
、

ど
の
よ
う
に
拡
充
を
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

必
要
か
つ
重
要
で

デイサービスセンターの送迎風景

あ
る
と
認
識
。
決
議
が
全
員

で
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
財
政
状
況
を
十
分

に
勘
案
の
上
、
検
討
す
る
。

来
年
４
月
運
行
に
向
け

て
、
バ
ス
路
線
、
便
数
な
ど

の
見
直
し
が
協
議
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
常
磐
苑
や

宝
生
苑
の
送
迎
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
る
。
バ
ス
を
利
用
し
て

い
た
高
齢
者
が
、
施
設
に
行

く
の
に
バ
ス
代
が
有
料
と
な

る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
起

こ
る
。
負
担
軽
減
の
対
策
を
。

保
健
福
祉
部
長

一
概
に

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
く
も
の

と
は
考
え
て
い
な
い
。

副
市
長

現
時
点
で
は
対

応
策
は
考
え
て
い
な
い
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
、

来
年
度
、
待
機
児
童
を
出
す

こ
と
は
な
い
の
か
。
老
朽
化

し
て
い
る
田
辺
東
小
学
校
の

学
童
施
設
は
い
つ
改
築
さ
れ

る
の
か
。
保
育
時
間
の
延
長

や
年
齢
拡
大
を
。

教
育
部
長

現
時
点
で
判

断
し
き
れ
な
い
が
、
待
機
は

出
さ
な
い
。
時
間
延
長
と
年

齢
拡
大
は
施
設
、
指
導
員
確

保
も
あ
っ
て
困
難
。
田
辺
東

小
学
校
の
施
設
は
、
校
舎
改

修
工
事
完
了
後
、
検
討
す
る
。

イ
ノ
シ
シ
、
ア
ラ
イ
グ

マ
な
ど
有
害
鳥
獣
被
害
防
止

を
す
す
め
よ
。

経
済
環
境
部
長

鳥
獣
の

捕
獲
許
可
を
持
っ
て
い
る
人

農作物を荒らす害獣として
捕獲された野生のアライグマ

に
委
託
し
防
止
を
図
っ
て
い

る
が
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

交
付
金
を
活
用
し
て
、
専
門

の
職
員
を
雇
用
し
て
捕
獲
を

進
め
る
。

歴
代
政
権
と
財
界
は
、

ア
メ
リ
カ
の
食
料
戦
略
の
も

と
で
自
動
車
な
ど
工
業
製
品

を
輸
出
し
、
農
産
物
を
輸
入

し
、
食
料
の
自
給
率
を

％

の
水
準
に
落
ち
込
ま
せ
た
。

農
家
は

水
よ
り
安
い
米

の
生
産
を
強
い
ら
れ
農
業
経

営
を
続
け
ら
れ
な
い
危
機
に

直
面
し
て
い
る
。
今
こ
そ
食

料
自
給
率
の
向
上
に
踏
み
出

す
時
で
あ
る
と
考
え
る
。
市

長
の
所
見
と
対
応
を
求
め
る
。

市
長

食
料
は
、
人
間
が

生
き
る
上
で
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
安
定
的
に
確
保
し
、
食
料

自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

は
、
食
の
安
全
、
安
心
を
守

る
観
点
か
ら
重
要
な
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
関

税
の
引
き
下
げ
や
自
由
貿
易

協
定
な
ど
に
よ
っ
て
、
農
産

物
の
輸
入
が
拡
大
す
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
。
自
給
率

を
高
め
る
た
め
に
は
、
生
産

基
盤
の
整
備
、
受
委
託
の
推

進
、
共
同
化
な
ど
に
よ
る
コ

ス
ト
の
引
き
下
げ
を
図
り
、

農
家
が
農
業
で
生
活
で
き
る

体
制
整
備
が
重
要
な
こ
と
と

考
え
る
。
ま
た
農
業
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
に
は
、
農

産
物
の
価
格
補
償
や
所
得
保

障
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
国
、

府
に
対
し
て
も
要
望
す
る
。

農
地
は
、
国
土
の
自
然

環
境
の
保
全
、
水
資
源
の
確

保
と
水
害
の
防
止
、
生
物
の

維
持
、
良
好
な
景
観
や
休
息

の
場
の
提
供
な
ど
多
面
的
な

機
能
を
保
っ
て
い
る
。
農
業

を
続
け
、
農
地
を
守
る
た
め

に
は
、
土
地
改
良
事
業
は
重

要
な
施
策
で
あ
る
。
し
か
し

農
家
に
は
、
多
額
の
分
担
金

が
必
要
と
な
る
。
軽
減
を
考

え
よ
。

経
済
環
境
部
長

ほ
場
整

備
等
の
土
地
改
良
事
業
に
は
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
あ
る

が
、
可
能
な
限
り
農
家
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
の
で

現
在
の
と
こ
ろ
見
直
す
考
え

は
な
い
。

区
、
自
治
会
か
ら
の
安

全
対
策
の
要
望
に
つ
い
て
。

市
民
部
長

道
路
や
水
路
、

公
園
の
整
備
維
持
管
理
、
交

通
安
全
対
策
や
防
犯
対
策
な

ど
、
多
く
の
要
望
が
あ
り
、

現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
、
早

期
に
結
論
を
出
し
た
い
。

河
川
及
び
小
河
川
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
。

建
設
部
長

今
年
度
は
ゼ

ロ
予
算
だ
が
、
職
員
の
調
査

に
よ
り
排
水
池
か
ら
河
川
へ

の
排
水
が
困
難
と
思
わ
れ
る

地
域
を
精
査
し
て
い
る
。
現

地
調
査
も
終
え
、
ど
の
よ
う

な
改
修
の
手
だ
て
が
あ
る
か
、

長
期
的
に
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
か
、
短
期
的
に
改
修

が
す
ぐ
に
で
き
る
か
を
分
け

て
、
現
在
そ
の
精
査
、
方
針

の
策
定
に
あ
た
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
監

災
害
が
発

生
す
れ
ば
地
域
の
協
力
体
制

整備が望まれる手原川

が
人
命
救
助
、
被
害
の
拡
大

防
止
に
極
め
て
有
効
で
あ
る

と
実
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
市
で
も
地
域
の

協
力
体
制
の
基
幹
づ
く
り
と

し
て
自
主
防
災
組
織
の
設
立

を
推
進
し
て
い
る
。
現
在

地
区
で
設
立
さ
れ
、
今
年
７

月

日
に
、
自
主
防
災
組
織

の
未
設
立
の
区
、
自
治
会
に

対
し
、
設
立
に
向
け
説
明
会

を
開
催
し
た
。
今
後
も
さ
ら

に
、
説
明
会
や
防
災
訓
練
の

開
催
を
行
い
、
自
主
防
災
組

織
数
を
増
や
し
、
災
害
時
に

は
要
配
慮
者
の
支
援
や
災
害

時
救
助
活
動
に
協
力
い
た
だ

け
る
地
域
の
協
力
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

農
業
後
継
者
の
育
成
対

策
に
つ
い
て
。

経
済
環
境
部
長

農
産
物

価
格
が
低
迷
す
る
中
で
、
農

業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
担

い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
京

都
府
は
新
規
就
農
者
の
研
修

制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
本

市
も
担
い
手
農
家
を
認
識
し
、

農
業
機
械
の
購
入
等
に
対
し

て
補
助
す
る
な
ど
担
い
手
の

育
成
確
保
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
新
た
な
ナ
ス
栽
培

農
家
を
確
保
す
る
た
め
、
昨

年
の
制
度
を
改
正
し
、
初
期

投
資
に
係
る
経
費
の
半
額
を

補
助
し
て
い
る
。

年（平成 年） 月 日


